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令和6年度本試験の得点から考えるＴＡＣの講座選択 
 例年ですと、300点満点中、全体で５割程度・140～150点以上得点できているかどう

かが、受験経験者クラスか、基礎クラスかの選択の目安となります。 

 ただし、記述式と基礎知識は水モノですから、あまり参考になりません。そこで、

コース選択の場合には、記述式と基礎知識を除いて、下記、法令択一（160点満点中80

点以上）と法令多肢（24点満点12点以上）の合計点で５割程度（90点ぐらい）を超え

ているかどうかを一つの基準として、ご検討いただければと存じます。 

 

【法令択一＋法令多肢 マークシート問題による目安】 

法令択一40問  （160点） 

法令多肢12空欄  （24点）    合計184点満点 

20問以上＋6空欄以上 

＝およそ92点以上 

・答練本科生Ｓ 

・答練本科生Ａ 

・答練本科生Ｂ 

20問未満＋6空欄未満 

＝およそ92点未満 

・プレミアム本科生 

・ベーシック本科生 

 

※なお、法令記述式については、ヤマが当たったなど、「紛れ」がありますので、一概

に、「記述式で得点できているから受験経験者」、「記述式で得点できていないから基礎

クラス」ということにはなりません。あくまでも一つの目安ですが、問題45は難問だ

ったこともあり度外視して、問題４４・４５の合計４０点満点中、６割２４点以上得

点できていたかどうか。２４点以上であれば、答練本科生、それ未満ならプレミアム

本科生などがお勧めです。 

 

【参考・法令記述問題による目安】 

法令記述 問題４４・４６の２問（40点） 

問題４４・４６ 

＝２問の合計24点以上 

・答練本科生Ｓ 

・答練本科生Ａ 

・答練本科生Ｂ 

問題４４・４６ 

＝２問の合計24点未満 

・プレミアム本科生 

・ベーシック本科生 

 

以上 


